
相談受付窓口は、お住まいの市町村の
社会福祉協議会です。お気軽にご相談ください。

福祉サービスを利用するには

どうしたらいいの？

通帳や印鑑をどこに置いたか

忘れてしまう・・・。

そうそう

しゃしゃ きょうきょうかいかい かいかい がるがる そうそうだんだんふくふく しし ききぎぎ

うけうけつけつけまどまどぐちぐち そんそんすす しし ちょうちょうだんだん

ふく

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会
しゃしゃ じんじんかいかい ほうほう ふくふくおかおか かいかいけんけん きょうきょうふくふく しし しゃしゃかいかいふくふく しし ぎぎ

つう いん お

わす

かんちょう

月々の支払いがきちんと

できているか心配・・・。

つきづき

しんぱい

し はらり ようし

福祉サービスの利用や日常的な
金銭管理などに不安がある方々が住み慣れた地域で

安心して暮らせるようお手伝いします。

福祉サービスの利用や日常的な
金銭管理などに不安がある方々が住み慣れた地域で

安心して暮らせるようお手伝いします。

ふくふく

にちにち せいせい かつかつ

あんあん ないない

りつりつ えんえんししじじ じじじょうじょう ぎょうぎょう

きんきん せんせん かんかん あんあん

あんあん つだつだててしんしん くく

かたかた いきいきがたがたりり ふふ すす なな ちち

ようよう にちにち てきてきじょうじょうしし りり

社会福祉協議会（専門員・生活支援員）

福祉サービスの利用援助 

日常的な金銭の管理

書類等のお預かり

ふく

にち てき

しょるいとう あず

しゃかい かい せん せい かつ えんしもんいん いんふく きょうし ぎ

きんせん かん りじょう

よう えんじょりし
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ふく ようえんじょし り

福祉サービスの利用援助
ふく ようえんじょし り

利用料
ようりょうり れい わ ねん がつ にち

預かり料
りょうあず

1 時間まで　　　　　　　　　　　

1 時間を超えて　　　  1 時間 30 分まで

1 時間 30 分を超えて　2 時間まで

2 時間を超えて　　　  2 時間 30 分まで

2 時間 30 分を超えて　3 時間まで

3 時間を超えた場合

令和 7 年 4 月 1 日から

1,200 円

1,800 円

2,400 円

3,000 円

3,600 円

4,200 円

お住まいの市町村の社会福祉協議会でお預かりする場合
日常的な金銭管理にかかる書類等を預かります。　
（預貯金通帳、通帳印など）

※ 50 万円以内の預貯金通帳に限ります。

銀行の貸金庫等でお預かりする場合　
普段取り扱わないその他の書類等を預かります。
（年金手帳・証書、預金通帳、登記識別情報通知書、
実印、キャッシュカードなど）

※ 500 万円以内の預貯金通帳に限ります。

じ

す

にち

よ ちょ

まん えん ない ちょ きん つう かぎちょうい よ

ちょうきん つう ちょうつう いん

てき きん せん かん るい とう あずりじょう しょう

し し ぎそんちょう きょうしゃ かい かい あず あいばふく

かん えん

えん

えん

えん

えん

えん

じ かん こ

じ かん

じ こかん

じ かん

じ ばこかん あい

じ かんぷん こ

ぷんじ かん

じ かんぷん こ

じ かん ぷん

相談は無料ですが、契約後は利用料や預かり料が必要です。
ただし、生活保護を受けている方は、すべて無料です。

そう

せいかつ ほ ご う むかた りょう

りょう りょう りょうだん む けいやく ご り よう あず ひつよう

月　350円
（年　4,200円）

つき

ねん えん

えん

ぎん こう

ふ

ねん

じつ いん

きん

まん えん ない ちょ きん つう かぎちょうい よ

ちょう しょうて しょ きん つう とう しき べつ ほう つう ちちょう じょう しょよ き

と あつか るいしょた とう あずだん

かし きん こ ばとう あず あい

月　250円
（年　3,000円）

つき

ねん えん

えん

認知症、知的障がい、精神障がいなどで、判断能力が不十分なため、
自分ひとりで契約などの判断をすることが不安な方や、お金の管理に
困っている方などが利用できます。

どんなサービスがありますか？
「福祉サービスの利用援助」を基本サービスとして、「日常的な金銭管
理」や「書類等のお預かり」を行います。

※この事業を利用する意思があり、必要な契約内容について理解できる方が対象となりま
　す。
※どのくらい判断能力があるかは、「契約締結判定ガイドライン」で確認します。
※療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を持っていたり、認知症と診断を受けている方に限
　られるものではありません。
※施設や病院に入所、入院された場合でも利用できます。

●福祉サービスの情報提供、助言、利用する（やめる）ための手続き。
●福祉サービスについて不満があるとき、苦情解決制度を利用する手続きのお手伝い。
×【お手伝いできないこと】買い物支援、保証人、施設や病院の入所・入院の手続き、
　死後事務。

福祉サービスを安心して利用できるよう相談を受けます。

●年金や福祉手当等の受領に必要なお手伝い。
●生活費の定期的なお届け、お金の使い方についての相談、助言。
●福祉サービス利用料や医療費、公共料金や家賃などの支払いのお手伝い。
×【お手伝いできないこと】預金の資産運用や確定申告、債務整理にかかる手続き。

毎日の生活に欠かせないお金の出し入れをお手伝いします。

●保管できるもの
　年金手帳・証書、預貯金通帳、登記識別情報通知書、印鑑、キャッシュカードなど
×【保管できないもの】　宝石、書画、骨董品、貴金属類、家の鍵など

大切な書類や印鑑、証書などを安全にお預かりします。

福祉サービスを利用するには

どうしたらいいの？

ふく

通帳や印鑑をどこに置いたか

忘れてしまう・・・。

つう いん お

わす

かんちょう

月々の支払いがきちんと

できているか心配・・・。

つきづき

しんぱい

し はら

り ようし

にん

ふく

り しょるい とう あず おこな

よう えんじょり き ほん にち てき きんせんかんじょうし

じ り い しよう

だん のう りょく

りょう ちょう

はん

いく

し せつ いんびょう にゅう にゅうしょ いん ば りあい よう

せい ほ し も ち うてしん がいしょう ちょう しょうしゃ けん ふく にん しん だん かた かぎて

けい やく てい けつ はん てい かく にん

よう けい やく ない よう り かい かた たいひつぎょう しょう

こま かた ようり

じ ぶん けいやく はんだん あん かた かね かんふ り

しょう しょう しょう りょくち ち てき せいしん はんだんのう ぶんじゅうふ

費用はかかりますか？
ひ よう

どんな人が利用できますか？
ひと ようり

書類等のお預かり
しょるいとう あず

日常的な金銭管理
にち てき きんせんかん りじょう

ふく

まい

たい せつ しょ しょ あん あずぜんるい いん しょうかん

にち せい かつ かね て つだだ いか

ふく

ねん

ほ かん

ねん

ほ かん ほう しょ こっ とう ひん き きん ぞく るい いえ かぎがせき

よ ききん しょ ちょ きんつう とう しき べつ ほう つう ちちょう しょう ちょう しょ いんかんじょうて

せい

ふく

て よ しきん さん うん よう かく てい しん こく さい せい つづむ り てつだ

よう りょう りょう きょう りょうし り い ひ こう きん ちん はら つだや し て

かつ てい てき とど かね つか かた そう だん じょ げんひ き

きん ふく し て あて とう じゅ ひつ よう て つだりょう

ほう ていし

ふく まんし ふ く ど り て てかいけつ せい よう つづ つだ

て か し し て

ごし むじ

つづほもの えん びょうにん せつ いん いんつだ

じょう

しょう しょにゅう にゅう

じょう きょう じょ げん ようり つづて

あん しん よう そう うだんりし

福祉サービスの利用援助
ふく ようえんじょし り
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お住まいの市町村の社会福祉協議会でお預かりする場合
日常的な金銭管理にかかる書類等を預かります。　
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普段取り扱わないその他の書類等を預かります。
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認知症、知的障がい、精神障がいなどで、判断能力が不十分なため、
自分ひとりで契約などの判断をすることが不安な方や、お金の管理に
困っている方などが利用できます。
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理」や「書類等のお預かり」を行います。
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　す。
※どのくらい判断能力があるかは、「契約締結判定ガイドライン」で確認します。
※療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を持っていたり、認知症と診断を受けている方に限
　られるものではありません。
※施設や病院に入所、入院された場合でも利用できます。

●福祉サービスの情報提供、助言、利用する（やめる）ための手続き。
●福祉サービスについて不満があるとき、苦情解決制度を利用する手続きのお手伝い。
×【お手伝いできないこと】買い物支援、保証人、施設や病院の入所・入院の手続き、
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　年金手帳・証書、預貯金通帳、登記識別情報通知書、印鑑、キャッシュカードなど
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大切な書類や印鑑、証書などを安全にお預かりします。

福祉サービスを利用するには

どうしたらいいの？
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まずはお住まいの市町村の社会福祉協議会にご相談ください。

困りごとや悩みについて相談を受けます。

そして本人の希望をもとに適切な支援計

画を作り、契約をします。サービスの利

用を始めてからも、心配な点があればい

つでも相談を受けます。

支援計画に沿って、定期的に訪問します。

福祉サービスの利用手続きや、預貯金の

出し入れをお手伝いします。

弁護士、医師、社会福祉士などの専門家

で構成され、本人の契約能力や判断能力

の確認が必要な場合、専門的な立場で契

約可否等を審査します。

また、よりよい支援のため、専門員や生

活支援員への助言も行います。

ちょう きょうす し そん しゃかい

り し しよう えん かい なが

ふく かい そうだんし ぎ

どうすれば利用できますか？
ようり

利用（支援）開始までの流れ

利用契約を締結し
ます

契約契約

○契約は、内容に間違い
がなければ、本人と社
会福祉協議会とで行い
ます。

り よう けい やく てい けつ

けい やく

けい

かい かい おこなふく し ぎきょう

ほん にん しゃ

まやく ない よう ちが

サービスを開始し
ます

支援開始支援開始

○支援計画に沿って、生
活支援員がサービスを
提供します。

※ここから利用料・預か

り料が発生します。

かい し

し えん かい し

し

かつ

てい きょう

し えんいん

そ

り ようりょう

りょう はっせい

えん けい かく せい

専門員が自宅・病
院・施設を訪問し、
相談にのります

訪問調査訪問調査

○本人の困りごとや契
約意思、契約能力の
確認をします。

○契約能力の確認が難
しい場合は、「契約締
結審査会」で審査し
ます。

せん

いん

そう だん

せつ ほう もんし

もん いん たく びょうじ

ほう もん ちょう さ

い し

ほん にん こま けい

やく

かく にん

けい やく のう

けつ しん かい しんさ さ

ば あい けい やく てい

かく にん むずかりょく

けい のう りょくやく

お住まいの市町村
の社会福祉協議会
にご相談ください

相談受付相談受付

○本人以外でも、家族な
ど身近な方、福祉サー
ビス事業者、民生委員
など、どなたでも構い
ません。

○プライバシーに配慮
し、相談内容の秘密は
守ります。

そう

す し そんちょう

きょうしゃ し ぎかい

そう だん

かいふく

だん うけ つけ

ほん

み

じ ぎょう

しぢか かた

しゃ みん せい いんい

ふく

にん がい ぞく

かま

はい

そう
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成年後見制度について
し

事例
れいじ

援助内容
ない ようじょえん

安心してご利用いただくために
ようあん しん り

福岡県運営適正化委員会（☎ 092-915-3511）
ふくおか けん うん えい てき せい か い かいいん

せい どせい

せい せい かんど とい あわ さきねん こう けん

ねん こう けん

成年後見制度に関するお問合せ先
ふく

こう

こう

いっ

せい

こう

ふく おか けん せい しょ かいしぎょう

えき しゃ だん ほう じん せい ねん こう けん ふくおか けん し ぶ

ねん こう けん えん ほく ぜい かいきゅうしゅうし ぶ り し

ぱん しゃ しゃ しだん ほう ろう せい ねんこう けん ふく おかじん

ふくおか こう えき だん ほう じん ふく ふくおか けん かい かいし ししゃ しゃ

れい しゃ しゃがい そう ふくおか ごけん べん かいしごう えんししょう

ふくおか けん ほう かいしょし し

えき だん ほう じん せい ねん こう けん ふく おか し ぶしゃ

おか さい こう けんばん しょていか

●福岡家庭裁判所後見センター

●公益社団法人　成年後見センター・リーガルサポート福岡支部

　（福岡県司法書士会）

●高齢者・障害者総合支援センター「あいゆう」（福岡県弁護士会）

●ぱあとなあ福岡（公益社団法人　福岡県社会福祉士会）

●一般社団法人　社労士成年後見センター福岡

●成年後見支援センター（九州北部税理士会）

●公益社団法人　コスモス成年後見サポートセンター福岡県支部

　（福岡県行政書士会 )

☎ 092-981-9606

☎ 092-738-1666

☎ 092-724-7709

☎ 092-483-2941

☎ 092-414-8775

☎ 092-433-2366

☎ 092-641-2501
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　この事
じ

業
ぎょう

の適
てき

切
せつ

な運
うん

営
えい

を確
かく

保
ほ

するため、法
ほう

律
りつ

・医
い

療
りょう

・福
ふく

祉
し

の専
せん

門
もん

家
か

が事
じ

業
ぎょう

全
ぜん

般
ぱん

の監
かん

視
し

を行
おこな

っています。また、利
り

用
よう

者
しゃ

からの苦
く

情
じょう

相
そう

談
だん

を受
う

け付
つ

ける窓
まど

口
ぐち

も

設
せっ

置
ち

しています。

　このお手
て

伝
つだ

いに不
ふ

満
まん

等
とう

があるときは、まずは社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

に連
れん

絡
らく

ください。

　日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

は、本
ほん

人
にん

にこのサービスを利
り

用
よう

する意
い

思
し

があり、契
けい

約
やく

内
ない

容
よう

がある程
てい

度
ど

理
り

解
かい

できる方
かた

と社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

が対
たい

等
とう

な立
たち

場
ば

で契
けい

約
やく

することが前
ぜん

提
てい

です。理
り

解
かい

力
りょく

の低
てい

下
か

などに

より、社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

との契
けい

約
やく

可
か

能
のう

な判
はん

断
だん

能
のう

力
りょく

がなくなった場
ば

合
あい

には「成
せい

年
ねん

後
こう

見
けん

制
せい

度
ど

」が利
り

用
よう

で

きます。

　成
せい

年
ねん

後
こう

見
けん

制
せい

度
ど

とは、判
はん

断
だん

能
のう

力
りょく

が 著
いちじる

しく不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

になられた方
かた

（認
にん

知
ち

症
しょう

高
こう

齢
れい

者
しゃ

、知
ち

的
てき

障
しょう

がい者
しゃ

、

精
せい

神
しん

障
しょう

がい者
しゃ

など）を保
ほ

護
ご

し、支
ささ

えるための制
せい

度
ど

です。判
はん

断
だん

能
のう

力
りょく

の程
てい

度
ど

により「後
こう

見
けん

」「保
ほ

佐
さ

」「補
ほ

助
じょ

」の３つに分
わ

かれています。

　また、判
はん

断
だん

能
のう

力
りょく

が不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

になったときに、あらかじめ契
けい

約
やく

を結
むす

んでおいた任
にん

意
い

後
こう

見
けん

人
にん

が本
ほん

人
にん

を援
えん

助
じょ

する「任
にん

意
い

後
こう

見
けん

」もあります。
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　80 歳
さい

の女
じょ

性
せい

Ａさんは、年
ねん

金
きん

を受
じゅ

給
きゅう

しながら、一
ひとり

人で在
ざい

宅
たく

生
せい

活
かつ

をしています。

　訪
ほう

問
もん

販
はん

売
ばい

業
ぎょう

者
しゃ

が何
なん

度
ど

も家
いえ

に来
き

ているのを見
み

かけた近
きん

所
じょ

の方
かた

が、

状
じょう

況
きょう

を確
かく

認
にん

すると、家
いえ

の中
なか

に開
かい

封
ふう

していない段
だん

ボールが多
おお

くあり、

不
ふ

要
よう

なものを買
か

わされているようでした。本
ほん

人
にん

は、だまされたこ

とを理
り

解
かい

できていないため、今
こん

後
ご

、安
あん

心
しん

して生
せい

活
かつ

できるように、

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

に相
そう

談
だん

がありました。

　料
りょう

理
り

や掃
そう

除
じ

が十
じゅう

分
ぶん

にできていなかったため、ホームヘルプサービスなどの利
り

用
よう

について話
はな

し合
あ

い、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

の申
しん

請
せい

のことも含
ふく

めて、ケアマネジャーを調
ちょう

整
せい

することとしました。

「ひとり暮
ぐ

らしで話
はな

し相
あい

手
て

がいない」というＡさんの訴
うった

えにより、近
きん

所
じょ

で行
おこな

われているふれあい

いきいきサロンの紹
しょう

介
かい

や、社
しゃ

協
きょう

ボランティアセンターに登
とう

録
ろく

している傾
けい

聴
ちょう

ボランティアの調
ちょう

整
せい

も

行
おこな

いました。

　悪
あく

質
しつ

な訪
ほう

問
もん

販
はん

売
ばい

から守
まも

るため、民
みん

生
せい

委
い

員
いん

・児
じ

童
どう

委
い

員
いん

や近
きん

所
じょ

の方
かた

に見
み

守
まも

りをお願
ねが

いしました。

　公
こう

共
きょう

料
りょう

金
きん

の支
し

払
はら

いを忘
わす

れ、滞
たい

納
のう

することがあるため、引
ひ

き

落
お

としの手
て

続
つづ

きを行
おこな

いました。食
しょく

費
ひ

等
とう

の必
ひつ

要
よう

経
けい

費
ひ

を考
かんが

えなが

らお金
かね

を使
つか

うことが難
むずか

しくなったため、毎
まい

月
つき

定
てい

期
き

的
てき

に生
せい

活
かつ

費
ひ

を届
とど

けることとしました。

　物
もの

忘
わす

れも多
おお

くなり、通
つう

帳
ちょう

や印
いん

鑑
かん

の保
ほ

管
かん

場
ば

所
しょ

が分
わ

からなくな

ることがあるため、預
あず

かりサービスを利
り

用
よう

することとしました。

生
せい

活
かつ

について

日
にち

常
じょう

的
てき

なお金
かね

の管
かん

理
り

について

書
しょ

類
るい

等
とう

預
あず

かりサービスについて



相談受付窓口は、お住まいの市町村の
社会福祉協議会です。お気軽にご相談ください。

福祉サービスを利用するには

どうしたらいいの？

通帳や印鑑をどこに置いたか

忘れてしまう・・・。

そうそう

しゃしゃ きょうきょうかいかい かいかい がるがる そうそうだんだんふくふく しし ききぎぎ

うけうけつけつけまどまどぐちぐち そんそんすす しし ちょうちょうだんだん

ふく

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会
しゃしゃ じんじんかいかい ほうほう ふくふくおかおか かいかいけんけん きょうきょうふくふく しし しゃしゃかいかいふくふく しし ぎぎ

つう いん お

わす

かんちょう

月々の支払いがきちんと

できているか心配・・・。

つきづき

しんぱい

し はらり ようし

福祉サービスの利用や日常的な
金銭管理などに不安がある方々が住み慣れた地域で

安心して暮らせるようお手伝いします。

福祉サービスの利用や日常的な
金銭管理などに不安がある方々が住み慣れた地域で

安心して暮らせるようお手伝いします。

ふくふく

にちにち せいせい かつかつ

あんあん ないない

りつりつ えんえんししじじ じじじょうじょう ぎょうぎょう

きんきん せんせん かんかん あんあん

あんあん つだつだててしんしん くく

かたかた いきいきがたがたりり ふふ すす なな ちち

ようよう にちにち てきてきじょうじょうしし りり

社会福祉協議会（専門員・生活支援員）

福祉サービスの利用援助 

日常的な金銭の管理

書類等のお預かり

ふく

にち てき

しょるいとう あず

しゃかい かい せん せい かつ えんしもんいん いんふく きょうし ぎ

きんせん かん りじょう

よう えんじょりし
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※市
しちょうそん

町村によっては、事
じぎょう

業の名
な ま え

前や利
り よ う

用できる人
ひと

、利
りようりょう

用料などがパンフレットの内
ないよう

容と異
こと

なる場
ば あ い

合があります。

※この事
じぎょう
業は、北

きたきゅうしゅうし
九州市社

しゃかい
会福
ふくしきょう
祉協議

ぎかい
会、福

ふくおかし
岡市社

しゃかい
会福
ふくしきょう
祉協議

ぎかい
会も取

と
り組

く
んでいます。

北
きたきゅうしゅうし

九州市社
しゃかい

会福
ふくしきょう

祉協議
ぎ か い

会（権
け ん り

利擁
よ う ご

護・市
し み ん

民後
こうけん

見センター「らいと」）　　 ☎０９３－８８２－４９１４
福
ふ く お か し

岡市社
しゃかい

会福
ふくしきょう

祉協議
ぎ か い

会（あんしん生
せいかつ

活支
し え ん

援センター）　　　　　　　　　 ☎０９２－７５１－４３３８

●志免町社会福祉協議会 ☎０９２－９３７－３０１１
●須恵町社会福祉協議会 ☎０９２－９３３－２１６０
●新宮町社会福祉協議会 ☎０９２－９６３－０９２１
●久山町社会福祉協議会 ☎０９２－９７６－３４２０
●粕屋町社会福祉協議会 ☎０９２－９３８－６８４４
●芦屋町社会福祉協議会 ☎０９３－２２２－２８６６
●水巻町社会福祉協議会 ☎０９３－２０２－３７００
●岡垣町社会福祉協議会 ☎０９３－２８３－２９４０
●遠賀町社会福祉協議会 ☎０９３－２９３－０４３０
●小竹町社会福祉協議会 ☎０９４９－６２－２０２８
●鞍手町社会福祉協議会 ☎０９４９－４２－７８００
●桂川町社会福祉協議会 ☎０９４８－６５－２２７１
●筑前町社会福祉協議会 ☎０９４６－４２－４５５５
●東峰村社会福祉協議会 ☎０９４６－７４－２０１２
●大刀洗町社会福祉協議会  ☎０９４２－７７－４８７７
●大木町社会福祉協議会 ☎０９４４－３２－２４２３
●広川町社会福祉協議会 ☎０９４３－３２－３７６８
●香春町社会福祉協議会 ☎０９４７－３２－４６１６
●添田町社会福祉協議会 ☎０９４７－８８－２５１１
●糸田町社会福祉協議会 ☎０９４７－２６－４５４０
●川崎町社会福祉協議会 ☎０９４７－７２－５２４４
●大任町社会福祉協議会 ☎０９４７－６３－４８２８
●赤村社会福祉協議会 ☎０９４７－６２－３００４
●福智町社会福祉協議会 ☎０９４７－２２－３７７８
●苅田町社会福祉協議会 ☎０９３－４３４－３６４１
●みやこ町社会福祉協議会 ☎０９３０－４２－１０００
●吉富町社会福祉協議会 ☎０９７９－２３－５４００
●上毛町社会福祉協議会 ☎０９７９－７２－２９００
●築上町社会福祉協議会 ☎０９３０－５６－２２２３

●大牟田市社会福祉協議会 ☎０９４４－５７－２５３１
●久留米市社会福祉協議会 ☎０９４２－３４－３０７７
●直方市社会福祉協議会 ☎０９４９－２３－２５５１
●飯塚市社会福祉協議会 ☎０９４８－２４－４５００
●田川市社会福祉協議会 ☎０９４７－４４－５７５７
●柳川市社会福祉協議会 ☎０９４４－７２－５３４７
●八女市社会福祉協議会 ☎０９４３－２３－０２９４
●筑後市社会福祉協議会 ☎０９４２－５２－３９６９
●大川市社会福祉協議会 ☎０９４４－８６－６５５６
●行橋市社会福祉協議会 ☎０９３０－２３－１１１１
●豊前市社会福祉協議会 ☎０９７９－８２－３３９１
●中間市社会福祉協議会 ☎０９３－２４４－１３１０
●小郡市社会福祉協議会 ☎０９４２－７３－１１２０
●筑紫野市社会福祉協議会 ☎０９２－９２０－８００８
●春日市社会福祉協議会 ☎０９２－５８１－７２２５
●大野城市社会福祉協議会 ☎０９２－５７２－７７００
●宗像市社会福祉協議会 ☎０９４０－３７－１３００
●太宰府市社会福祉協議会 ☎０９２－９２３－３２３０
●古賀市社会福祉協議会 ☎０９２－９４４－２９４１
●福津市社会福祉協議会 ☎０９４０－３４－３３４１
●うきは市社会福祉協議会 ☎０９４３－７６－３９７７
●宮若市社会福祉協議会 ☎０９４９－３２－０３３５
●嘉麻市社会福祉協議会 ☎０９４８－４３－３５１１
●朝倉市社会福祉協議会 ☎０９４６－２２－７８３４
●みやま市社会福祉協議会 ☎０９４４－２２－５０００
●糸島市社会福祉協議会 ☎０９２－３２４－１６６０
●那珂川市社会福祉協議会 ☎０９２－９５２－４５６５
●宇美町社会福祉協議会 ☎０９２－９３１－１００８
●篠栗町社会福祉協議会 ☎０９２－９４７－７５８１


